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評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国名：タンザニア連合共和国 案件名：効率的な送配電系統のための能力開発プロ

ジェクト 

分野：電力 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発・公共政策部 

 資源エネルギー第一課 

協力金額（評価時点）：6億9,600万円 

協力期間 （R/D）：2009年8月～2015年8月

（延長） 

（F/U） 

（E/N）（無償） 

先方関係機関：タンザニア電力供給公社（Tanzania 

Electric Supply Company Ltd.：TANESCO） 

日本側協力機関：なし 

他の関連協力： 

無償資金協力「オイスターベイ送配電施設強化計

画」（2008年5月E/N署名）、「イリンガ－シニャンガ

基幹送電線強化事業」（2010年12月L/A調印）、「キ

リマンジャロ州地方送配電網強化計画」（2011年3

月E/N署名） 

１－１ 協力の背景と概要 

タンザニア連合共和国（以下、「タンザニア」と記す）の電力需要は、経済開発及び人口増加

に伴い、著しい増加をみせていた。しかしながら、同国の電力供給を担うタンザニア電力供給公

社（Tanzania Electric Supply Company Ltd.：TANESCO）は、安定的な電力供給を行うにあたって、

さまざまな問題に直面していた。1990年代後半、タンザニア政府がTANESCOの民営化計画を発

表して以降、新規設備投資のみならず、既存の電力設備の維持管理や改修を行うための設備投

資も抑制せざるを得なくなった。また、多くの経験豊富な技術者が退職していく一方で、新規

職員の採用も抑制され、技術者向け研修も規模が縮小された。その結果、TANESCOの電力設備

は劣化及び老朽化が進み、停電の頻発など社会経済活動に悪影響を及ぼすようになった。 

2005年、タンザニア政府はTANESCOの民営化計画を凍結し、新たなTANESCO経営陣は、業

務の立て直し及び電力供給信頼度の改善を図るために、人材育成、特に技術人材の育成が重要

であるとの方針を示した。かかる状況下、国際協力機構（JICA）は、配電及び変電設備の運営維

持管理に重点を置いた、TANESCOの人材育成の向上を目的とする、協力期間5年間の技術協力

プロジェクトを2009年8月から開始した。 

 

１－２ 協力内容 

TANESCO研修校（TANESCO Training School：TTS）における配電及び変電部門の技術者向け

研修システムを構築し、研修を実施するとともに、5Sカイゼンのアプローチによる業務改善

（Quality Control：QC1）活動を推進し、技術研修及びQC活動の成果を配電及び変電施設に係る

技術的業務への反映を行う。これらにより、TANESCOの技術人材の育成システムの改善を図り、

                                                        
1 「業務改善活動」はこれまでQuality Management（QM）を当ててきたが、本中間レビューを通して、Quality Control（QC）が

より活動内容に即していると判断されたため、英文訳を変更することとした。 
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配電及び変電部門における運営維持管理の向上に貢献することを目標とする。なお、本中間レ

ビューにおいて、プロジェクトの実態にプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design 

Matrix：PDM）Version 3への改訂への提言が行われた。以下は、改訂前のPDM Ver.2による。 

 

 （1）上位目標 

電力系統の計画、運営及び維持管理に関する能力が強化される。 

 

 （2）プロジェクト目標 

TANESCOの人材育成システムが改善され、維持される。 

 

 （3）成果（アウトプット） 

〈アウトプット1〉 

TANESCO技術研修校（TANESCO Technical Training School：TTTS）における配電及び変

電施設向けの研修システムが開発される。 

 

〈アウトプット2〉 

配電及び変電設備の電工職（Artisan）、技能職（Technician）及びエンジニアがTTTSの研

修システムを通じて研修を受け、認定される。 

 

〈アウトプット3〉 

TANESCOにQC活動が導入され、継続的に推進される。 

 

〈アウトプット4〉 

TTTSにおける研修システムとQC活動の成果が、配電及び変電施設に係る技術的業務に反

映される。 

 

 （3）投入（評価時点） 

日本側： 

1）専門家派遣 長期：2分野2名、短期：6分野10名 

2）本邦研修受入 10名 

3）第三国研修 11名 

3）機材供与 外貨分：198万4,000円、12万3,000米ドル 

 内貨分：8,125万2,000タンザニアシリング 

4）現地業務費 2,630万9,000円 

 

相手国側： 

1）カウンターパート配置 41名 

2）土地・施設提供  プロジェクト事務所及びTTS 

3）ローカルコスト負担 研修校改修工事費及び研修などの開催にかかる事務経費 
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２．評価調査団の概要 

 担 当 氏 名 所 属 

調査者 

総括 林 俊行 JICA国際協力専門員 

評価企画 小早川 徹 JICA産業開発・公共政策部 資源・エネルギー第一課企画役

評価分析 中村 桐美 OPMAC株式会社 開発部次長 

調査期間 2012年10月13日～2012年10月28日 評価種類：中間レビュー 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

 （1）プロジェクト目標の達成見込み 

計画されたアウトプットはいまだ完全に達成されてはいないため、プロジェクト目標も

達成されていない。また、現行のPDM Ver.2で示される指標は、目標値が明確でなく、

TANESCOの人材育成システムの改善というプロジェクト目標の達成状況を客観的に測定

するためには、指標の見直しが必要となっている。 

 

 （2）成果（アウトプット）の達成状況 

中間レビュー時点において、各アウトプットの達成に必要な活動は実施中であり、アウ

トプット1～4のいずれも達成には至っていない。なお、各アウトプットの指標には目標値

や達成時期が明確にされておらず、達成度の測定は活動の実施状況により行った。プロジ

ェクト目標の指標と同様、指標の見直しが必要である。 

アウトプット1については、TANESCOの研修方針に基づいて、各技術者向けの一般研修

コースのカリキュラムや教材の策定、研修に必要な設備・機材の整備、研修講師の養成、

研修認定制度の構築が進められており、一定の成果がみられる。しかしながら、研修モニ

タリング・フィードバック制度及びTTSの運営管理にあたるTANESCOの人員配置は完了し

ていない。アウトプット2については、それぞれの技術者向けの一般研修コースがそれぞれ

開始されていることから、一部達成されていると判断される。アウトプット3も同様に、5S

活動がTANESCO人事部及びダルエスサラーム地域の3つの地域事務所において導入されて

おり、一部達成されていると判断される。アウトプット4については、活動が限定的であり、

達成には至っていない。 

 

３－２ 評価結果の要約 

 （1）妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高く、本プロジェクトの終了時点まで妥当性は維持されるも

のと見込まれる。 

「成長・貧困削減国家戦略」（National Strategy for Growth and Reduction of Poverty：

NSGRP/MKUKUTA）において、「信頼度の高い、かつ、負担可能なエネルギーの消費者へ

の供給」及び「生産のための適切なインフラ」が目標として掲げられており、電力系統の

運営維持管理能力の強化をめざす本プロジェクトは、タンザニアの開発政策に合致してい

る。また、信頼度の高い電力供給に向けた技術力向上のため、本プロジェクトはTANESCO
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の研修システム再構築を目的としており、TANESCOの組織ニーズに合致している。さらに、

日本の対タンザニア国別援助方針の4つの重点分野の1つである、「経済成長と貧困削減を支

えるインフラ開発」に電力・エネルギーが含まれ、インフラの効果的な運用と自立的な維

持管理のための人材育成が重要な課題として掲げられており、日本の対タンザニア援助政

策にも整合している。 

 

 （2）有効性 

計画されたアウトプット及びプロジェクト目標の目標値が明確に示されていないもの

の、中間レビュー時点において、本プロジェクトの有効性はある程度確保されるものと判

断できる。 

TTSにおける技術研修システムの確立、技術研修の実施及び5S活動の導入については一部

達成されており、プロジェクトが終了するまでにTANESCOの人材育成システムの改善が見

込まれる。ただし、本プロジェクトの有効性を確保するため、技術研修及び5S活動などの

成果を、配電・変電施設における現場業務に如何に反映していくかが課題となっている。

 

 （3）効率性 

中間レビュー時点において、本プロジェクトの効率性は中程度である。 

中間レビュー時点までに、日本・タンザニア国側双方による投入は、おおむね計画どお

りに行われたが、プロジェクト目標の達成に重要なアウトプット4の達成状況は限定的であ

り、計画されたアウトプットの達成に対し、投入が効率的に活用されたか否かの判断が困

難であった。また、研修効果について、技術研修の時間管理が課題として指摘され、受講

者及び講師ともに、研修に集中できる環境づくりが必要となっている。 

 

 （4）インパクト 

上位目標については、プロジェクト目標及び上位目標の論理的な因果関係が不明確であ

るため、上位目標の達成見込みを判断することは困難であるが、技術研修及び5Sカイゼン

活動の成果として、TANESCOの配電及び変電部門の維持管理の改善に貢献した場合には、

上位目標が一定程度達成されることが期待される。 

その他のインパクトとしては、負のインパクトは確認されておらず、正のインパクトと

して、TANESCO職員の業務態度の変化、資源の有効活用、研修参加者間での情報・経験の

共有促進、顧客満足度の向上が確認、期待されている。 

 

 （5）自立発展性（持続性） 

本プロジェクトの持続性は、TTSにおける技術研修、QC活動の促進、及び配電及び変電

部門の運営維持管理に係るQC改善の実施の継続性により検証される。本プロジェクトによ

り期待される効果の持続性を確保するにあたっては、下記の観点に留意する必要がある。

 

政策・制度面：安定的な電力供給は、タンザニアの開発政策における政策目標の1つである

ことから、TANESCOの能力向上は引き続き重要な課題であり、TANESCO業務計画にお
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いても、研修の改善は戦略目標の1つとなっている。 

 

組織面：TTSにおける技術研修の継続性については、人員配置も含め、TTSの管理体制の整

備と、経験豊富な専任及び兼任講師の確保が重要である。また、5S活動については、

TANESCOによるモニタリングやフィードバックの仕組みの導入とともに、TANESCO経

営側の強いコミットメントが不可欠である。さらに、プロジェクト全体としての効果の

持続性の確保には、配電及び変電施設の運営維持管理向上に向けた、QC活動と技術研修

の効果を具体的に示す、実践的なモデルの構築が必要である。 

 

技術面：技術研修については、現場におけるプロジェクト効果を確保するため、より実践

的で専門的な研修の実施とTTSの講師の知識・技術水準の維持が課題となる。5S活動につ

いては、十分な人数の5Sファシリテーターの養成と現場での活動継続が鍵となる。さら

に予防保守を含めた、配電及び変電部門の運営維持管理業務の改善に向けては、適切か

つ標準化されたモデルの構築・普及が重要な課題である。 

 

財務面：TTSにおける技術研修については、TANESCOがプロジェクト終了後も継続的に一

定の予算配分を行うことが期待される。配電及び変電部門の運営維持管理のためのQCモ

デルの実践については、TANESCOが必要な機材・工具調達のための予算を確保すること

が求められる。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

 （1）計画内容に関すること 

本プロジェクトでは、TTSにおける研修システムの構築と実施が計画されたが、研修校に

おける技術研修の実施は、TANESCOの技術人材育成という観点から高いニーズがあった。

そのため、TANESCO側により、技能職及びエンジニア向けのTTS City Center及び電工職向

けのTTTS Masakiという2つの研修校が設立され、技術研修システムの構築・実施に貢献し

た。 

また、2名の長期専門家が配置されたことで、TANESCOの人材育成のニーズ及び実情を

踏まえながら活動が実施されており、本プロジェクトにおける技術人材育成に対する考え

方・取り組み方に対するTANESCO側の理解が徐々に深まっている。加えて、当初、電力系

統全体を対象とした計画、運営、維持管理能力の向上を企図していたが、より問題が大き

い配電・変電部門の運営、維持管理に対象を絞ることで、選択と集中をとおした作業の効

率化を図ることができた。 

 

 （2）実施プロセスに関すること 

活動の実施に時間がかかる面はあるものの、TANESCO側のオーナーシップを尊重した取

り組みが行われてきた。また、TANESCO側でも研修校の設立などを含め技術者向け研修の

実施に必要な予算手当を行い、人員数は不十分ではあるものの、TTSに配属された職員が熱

心に取り組んできたことにより、TTSの技術研修システムの構築・実施が促進された。 
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TANESCOのニーズに即した技術研修や5S活動が導入されたことで、TANESCO職員の業

務態度の前向きな変化の兆しが見受けられる。今後、資源の有効活用やコスト削減、情報・

経験の供給の促進による現場での技術的な知識・技術の向上が期待される。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

 （1）計画内容に関すること 

プロジェクト目標及びアウトプットの指標において、具体的な目標値や達成時期を含め

た検証可能な指標が設定されていなかったため、進捗状況の確認が明確に行えないうえ、

有効性や効率性の検証が困難となった。 

また、アウトプット4について、どのように達成するかの具体的な認識が関係者で共有さ

れていなかったため、活動の進捗の制約となった。 

 

 （2）実施プロセスに関すること 

TTSの運営管理体制の整備について、予定された人員配置が完了していない。 

技術研修については、特に、変電部門の技能職及びエンジニア向け研修における時間管

理が課題となっている。変電所の事故及び機器の故障が頻発しているため、受講者のみな

らず、現役の変電所部門の職員である講師もたびたび現場に急行せざるを得ず、円滑な研

修の実施に支障が生じる場合がある。 

 

３－５ 結論 

本プロジェクトは、タンザニアの開発政策及びTANESCOのニーズ、日本の援助政策に合致し

ており、高い妥当性を維持することが見込まれる。有効性については、一定の有効性が確保さ

れることが見込まれるものの、計画されたアウトプット及びプロジェクト目標において明確な

目標値が設定されておらず、客観的な達成度の検証が困難である。上位目標についても、プロ

ジェクト目標との因果関係が明確でない。有効性及び正のインパクトの発現を確保するために

は、PDM Ver.2の改訂が必要である、また、本プロジェクトの効率性及び持続性の確保に向けて、

技術研修及び5Sカイゼン活動に基づく配電・変電施設における運営維持管理のQCモデルの構築

をめざすアウトプット4の達成が重要である。 

 

３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

 〈プロジェクトへの提言〉 

 （1）配電及び変電施設の現場における実践的な改善モデルの構築 

本プロジェクトの具体的な効果を発現させるためには、技術研修及び業務管理（Quality 

Control：QC）活動に基づく配電及び変電施設における運営維持管理の改善モデルの構築が

不可欠である。構築されたモデルは、標準化された業務ガイドライン及びマニュアルの作

成や必要な技術書類などの整備を含め、現場におけるオン・ザ・ジョブ・トレーニング

（On-the-job Training：OJT）として実施されることが望ましい。また、OJTの効果を高める

ためには、TANESCOにより、必要な資機材を調達し、既存の機材を活用できるよう準備が

行われることが必要である。 
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 （2）アウトプット4の達成に向けた投入及び活動の強化 

アウトプット4の達成に向け、必要な活動を集中的に実施するにあたり、適宜必要な人材

配置と必要な資機材の整備を行うことが求められる。TANESCOの配電及び変電部門からタ

スクメンバーを選定・配置し、配電設備の維持管理モデル及び変電所の予防保守モデルの

OJTの準備・実施に集中して取り組むことが不可欠である。 

 

 （3）技能職及びエンジニア向け専門研修コースの整備 

技能職及びエンジニア向けのより専門的な集中研修を行うことで、配電及び変電施設の

運営維持管理の実践的な知識・技術を向上させ、技術的な能力とQCの取り組みを現場に反

映させる橋渡しとなる。なお、プロジェクト終了後のTTSの持続性に鑑み、TTSが主体的に

OJT及びQC活動からのフィードバックに基づく専門的な研修コースを企画・実施していく

ことが肝要である。 

 

 （4）PDMの改訂 

本中間レビュー調査の結果に基づいて、アウトプット及びプロジェクト目標の目標値及

び達成時期を明確にするとともに、プロジェクト目標との因果関係がより明確な上位目標

に設定しなおすため、PDMの改訂を行うことが求められる。 

 

 〈TANESCOに対する提言〉 

 （1）TTSの運営管理のための人員配置 

本プロジェクトの効果の持続性を組織面から確保するために、TANESCOがTTSの運営管

理に必要な人員をできるだけ早く配置することが求められる。 

 

 （2）カウンターパートのプロジェクトへのより積極的な関与 

本プロジェクトの効率性及び有効性を最大化するために、TANESCO側のカウンターパー

ト（Counterpart：C/P）、特に、ワーキンググループ（Working Group：WG）及びタスクメン

バーが、日本人専門家、特に、短期専門家とともに、プロジェクト実施に集中して取り組

むことが求められる。 

 

 （3）TTSの専任講師の増員 

技能職及びエンジニアの研修では、特に、変電コースについては、変電部門の現役のエ

ンジニアが兼任講師として研修を実施しているため、変電所のトラブルにより、研修が影

響を受ける事態がしばしば生じている。研修の効果的な実施のため、研修に専念できる専

任講師の増員が望ましい。 

 

３－７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、

運営管理に参考となる事柄） 

 電力供給の質の向上に向けたトップダウン及びボトムアップを組み合わせたアプローチの重

要性 
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 本プロジェクトで実施されている5S活動は、TANESCOのC/Pに、予算制約があるなかでも業

務環境改善にどのような取り組みを行うべきかをボトムアップで考える良い機会となってい

る。他方、電力設備のパフォーマンスの向上には、点検手順や維持管理とその実施に関する技

術研修を通じた、電力設備の標準化された運営維持管理の徹底といったトップダウンのアプロ

ーチも不可欠である。トップダウン及びボトムアップをどのように組み合わせて、組織レベル

において相乗効果を創出し、具体的なアウトカムを発現させるためのアプローチとするのか、

明確な戦略が求められることに留意が必要である。 
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Terminal Evaluation Summary 
I. Outline of the Project 

Country：United Republic of Tanzania Project title: The Project for Capacity Development of 

Efficient Distribution and Transmission Systems  

Issue/Sector：Electricity Cooperation scheme: Technical Cooperation Project 

Division in charge: Energy and Mining 

Division 1, Industrial Development and 

Public Policy Department 

Total cost: 696 million JPY 

 

 

Period of  

Cooperation 

(R/D): March, 2011 to 

March, 2014  

(Extension): 

(F/U) :  

(E/N)(Grant Aid) 

Partner Country’s Implementing Organization:  

Tanzania Electric Supply Company (TANESCO) 

Supporting Organization in Japan: None 

Related Cooperation: The Project for Reinforcement of 

Transmission and Distribution Facilities in Oyster Bay 

Substation (Grant Aid, E/N concluded in May 2008);

Iringa-Shinyanga Backbone Transmission Investment 

Project (ODA Loan, L/A concluded in December 2010); 

The Project for Rehabilitation of Substation and 

Transmission Line in Kilimanjaro Region (Grant Aid, E/N 

concluded in March 2011) 

1-1. Background of the Project 

     Electric power demand in Tanzania has increased in recent years due to the economic 

development and the population growth.  However, Tanzania Electric Supply Company LTD. 

(TANESCO), which is responsible for power supply in the country, had impediments to reliable power 

supply to customers.  Since the government of Tanzania announced the privatization plan of TANESCO 

in late 1990’s, TANESCO had been required to reduce investments not only in construction of new 

electric power facilities but also maintenance and rehabilitation of their existing facilities.  In addition, 

while many experienced personnel left TANESCO, new personnel was hardly recruited.  Also trainings 

for technical staff were scaled down.  As a result, degradations of the electric power facilities of 

TANESCO have caused frequent outages constraining various socioeconomic activities. 

     In 2005, the government of Tanzania suspended the privatization plan of TANESCO.  The new 

TANESCO management recognized necessity of human resource development, especially technical 

staff, in order to reconstruct TANESCO’s operation and to improve reliability of power supply.  Under 

this circumstance, JICA has started the 5-year technical cooperation project from August, 2009 in order 

to improve human resource development of TANESCO especially focusing on the area of operation and 

maintenance (O&M) of substation and distribution facilities. 

 

1-2. Project Overview 

     The Project aims at supporting establishment and delivery of technical training system for 

distribution and substation facilities at TTS (TANESCO Training Schools), promotion of Quality 

Management (QM) activities based on 5S-Kaizen approach, and integration of outcomes of technical 
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trainings and QM activities into the actual O&M works of distribution and substation facilities.  The 

final goal of the Project is to contribute to improvement of O&M of distribution and substation facilities 

through improvement of technical human resource development system of TANESCO.  At the 

Mid-term Review, revision of PDM to Version 3 was recommended.  The following project outline is 

based on the Project Design Matrix (PDM) version 2. 

 

(1) Overall Goal 

The capacity for planning, operation and maintenance of power system is strengthened. 

 

(2) Project Purpose 

The internal system for human resource development is improved and sustained. 

 

(3) Outputs 

1. The training system for distribution and substation facilities at TANESCO Technical Training 

School (TTTS) is developed 

2. The artisans, technicians and engineers working for distribution and substation facilities are 

trained and certified through the training system at TTTS. 

3. Quality Management (QM) activities are introduced to TANESCO and its activities are promoted 

continuously. 

4. The outcomes of the training system at TTTS and QM activities are integrated into technical work 

of distribution and substation facilities. 

 

(4) Inputs 

Japanese side: 

1) Dispatch of Experts : 2 long-term experts in 2 areas, 10 short-term experts in 6 areas 

2) Trainees in Japan : 10 persons 

3) Trainees in third country: 11 persons 

3) Equipment : Foreign Currency：1.984 million JPY, 0.123 million USD 

Local Currency: 81.252 million TZS 

4) Local Cost : 26.309 million JPY 

 

Tanzanian side :  

1) Counterpart : 41 persons 

2) Land and Facilities: Project office space and TTS 

3) Local Cost : Cost for renovation of TTS and administrative expense for trainings 

 

II. Evaluation Team 

 
Team 

Leader 

Mr. Toshiyuki HAYASHI Senior Advisor 

Japan International Cooperation Agency (JICA) 
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Member of 

Evaluation 

Team 

(Japanese 

side) 

Evaluation 

Planning 

Mr. Toru KOBAYAKAWA Advisor, Energy and Mining Division 1, Industrial 

Development and Public Policy Department, JICA

Evaluation 

Analysis 

Ms. Hisami NAKAMUR Deputy General Manager, Business Promotion 

Department, OPMAC Corporation 

Period of 

Evaluation 

October 14, 2012 ～ October 27, 

2012 

Type of Evaluation : Mid-term Review 

III. Results of Evaluation 

3-1. Current Achievement of the Project  

(1) Likelihood of Achievement of the Project Purpose 

     Since all the planned outputs have not fully been achieved, the Project Purpose is yet to be 

achieved as well.  Also, as the current indicators defined in the PDM Ver.2 have unclear target values, 

it is necessary to redefine them in order to objectively verify achievement of the Project Purpose, 

namely, improvement of internal system for human resource development of TANESCO. 

 

(2) Current Achievement of the Outputs 

     By the time of the Mid-Term Review, all the necessary activities to produce each output have not 

fully completed yet and they are still going on.  Therefore, any outputs have not been fully achieved 

yet.  Since the verifiable indicators for the outputs are not well defined with clear targets and 

timeframes, their achievements were assessed by progress of the necessary activities.  These unclear 

indicators are also needed to be redefined. 

     The Output 1 can be considered as partially achieved.  According to the TANESCO training 

policy, the Project realized development of curriculums and materials for the general training courses, 

establishment and procurement of necessary training facilities and equipment, trainings of trainers as 

well as development of training certification system.  On the other hand, development of training 

monitoring/feedback system and assignment of all the necessary staff for management of TTS have not 

been completed.  The Output 2 can also be considered as partially achieved since the general training 

courses for each group of technical staff (engineer, technician, artisan) have started.  The Output 3 can 

be regarded as partially achieved due to introduction of 5S activities to the Human Resource Department 

and 3 Regional Offices in Dar es Salaam Region.  The achievement of the Output 4 is so far limited 

because of the limited activities. 

 

3-2.  Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance 

Relevance of the Project is high and expected to remain so until the end of the Project. 

The Project aiming at strengthening TANESCO’s capacity for O&M of the power system is 

consistent with the Tanzania’s development policy since the National Strategy for Growth and Reduction 

of Poverty (NSGRP/MKUKUTA) set goals of “provision of reliable and affordable energy to 

consumers” and “adequate infrastructure for production”.  Also, the objective of the Project to 

reestablish training system of TANESCO is consistent with the development needs of TANESCO to 
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improve technical capacity for reliable power supply in the country.  In addition, the support for human 

resource development of TANESCO is consistent with the Japanese ODA policy prioritizing 

“infrastructure development sustaining economic growth and poverty reduction” and addressing human 

resource development for effective operation and self-sustaining maintenance of infrastructure, 

including electricity and energy. 

 

(2) Effectiveness 

At the time of the Mid-Term Review, it can be judged that effectiveness of the Project will be 

ensured to some extent despite unclear target values of the indicators for the planned outputs and the 

Project Purpose. 

Since the Project has been partially achieving the establishment of the training system at TTS, the 

delivery of technical trainings and the introduction of 5S activities, it is expected that the human 

resource development system of TANESCO can be improved by the end of the Project.  However, the 

main challenge is how to integrate outcomes of the technical trainings and 5S activities into the actual 

O&M works of distribution and substation facilities, which is to ensure effectiveness of the Project. 

 

(3) Efficiency 

Efficiency of the Project is fair at the time of the Mid-Term Review. 

By the time of the Mid-Term Review, inputs by both sides of Japan and Tanzania were made 

mostly as planned.  However, it is difficult to analyze efficiency of utilization of these inputs to 

produce the planned outputs due to the limited achievement of the Output 4, which is a key to achieve 

the Project Purpose.  In addition, it is necessary to create environment where the trainers and the 

trainees can focus on their trainings in order to ensure expected training effects because during the 

Mid-Term Review both sides of Japan and Tanzania pointed out the issue of time management for 

technical trainings. 

 

(4) Impact 

Although it is difficult to anticipate likelihood of achievement of the Overall Goal due to the 

unclear causal relation between the Project Purpose and the Overall Goal, it is expected that it can be 

achievable in the case that technical trainings and 5S activities will result tangible benefits to contribute 

to improvement of O&M of distribution and substation facilities of TANESCO. 

In terms of other impacts, no negative impacts were observed while some positive impacts, such 

as changes in attitude of TANESCO staff, improvement of resource management, promotion of sharing 

information and experiences among trainees and an increase in customers’ satisfaction, have been 

observed and expected to sustain in the future. 

 

(5) Sustainability 

For the Project, sustainability can be verified by continuity of technical trainings at TTS, 

promotion of Quality Control (QC) activities, improved O&M practices at distribution and substation 

facilities.  It is necessary to consider the following points in order to ensure sustainability. 
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Policy/Institutional Aspects: 

Since stable power supply, one of the development goals of Tanzania, requires continuous

capacity development of TANESCO, improvement of trainings is one of strategic objectives in 

the Corporate Business Plan of TANESCO. 

 

Organizational Aspects: 

For the continuity of technical trainings at TTS, the key issue is the establishment of management 

system of TTS, including assignment of necessary personnel by TANESCO, as well as securing 

sufficient number of competent and experienced trainers, including both full-time and part-time. 

Also, it is important for continuity of 5S activities to install monitoring and follow-up mechanism

in TANESCO and to make strong commitment of the TANESCO management.  Furthermore, it 

is essential to create practical models to show tangible effects of the technical trainings and 

quality control (QC) activities, including 5S, as improved O&M of distribution and substation 

facilities. 

 

Technical Aspects:  

In terms of technical trainings, launch of more practical and specialized technical trainings and 

sustaining level and knowledge of the technical trainers of TTS are key issues for ensuring project 

effects at work places.  In terms of 5S activities, the sufficient number of trained 5S facilitators 

and continuous practices at the work places are inevitable for ensuring sustainability.  In 

addition, the key issue is establishment and dissemination of appropriate and standardized models 

for improved O&M of distribution and substation facilities, including preventive maintenance. 

 

Financial Aspects: 

For the technical trainings at TTS, it can be expected that TANESCO will continuously allocate 

certain level of budget even after the completion of the Project.  For practices of models of 

improved O&M of distribution and substation facilities, TANESCO needs to ensure budget for 

procuring necessary tools and equipment. 

 

3-3.  Factors that promoted realization of effects 

(1) Factors concerning to Planning 

Establishment of training system and delivery of trainings at TTS highly satisfies the needs of 

TANESCO for technical human resource development.  Therefore, TANESCO established two 

trainings schools, TTS City Center for technicians and engineers and TTTS Masaki for artisans, which 

contributed to development and implementation of the technical training system.  In addition, since the 

two long-term Japanese experts who understand the needs and the situation concerning technical human 

resource development in TANESCO continuously support the project activities, the C/P staffs of 

TANESCO have been gradually deepening their understandings on how to formulate and implement 

trainings for technical staff.  Also, for the reinforcement of capacity to properly operate and maintain 

practices, the project plan was revised to focus on the distribution and substation sectors, which were the 
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most serious bottleneck for stability of power supply. 

 

(2) Factors concerning to the Implementation Process 

The Japanese expert team respects the ownership of the TANESCO side despite that such 

approach is time consuming before specific activities get actually undertaken.  At the same time, the 

TANESCO side allocated necessary budget for the trainings of technical staff, including establishment 

of TTS and assigned staff for TTS who have been devoting to the project activities though the number of 

staff of TTS has not been sufficient.  As a result, development of the technical training system and 

deliveries of trainings have been promoted. 

The introduction of technical trainings and 5S activities satisfying the needs of TANESCO has 

been leading positive changes in attitudes of TANESCO staffs.  It is expected the changes in their 

attitudes will bring about improvement of resource management, technical knowledge and skills through 

sharing information and experience among them. 

 

3-4.  Factors that impeded realization of effects  

(1) Factors concerning to Planning  

     Unclear indicators without clear target values and timeframes make it difficult to assess 

achievements of the planned outputs and the Project Purpose and thus to verify effectiveness and 

efficiency of the Project. 

     Also, the progress of the activities for the Output 4 is limited due to the lack of specific 

understandings shared by the Project stakeholders, including the target of the Output and way to achieve 

it. 

 

(2) Factors concerning to the Implementation Process 

     For development of the management system of TTS, the planned assignment of personnel has not 

been completed. 

     In terms of technical trainings, time management of the course, in particular for technicians and 

engineers of substations, is an issue to be addressed in order to ensure training effects.  Frequent 

troubles and machine failures at substations force not only trainees but also part-time trainers to recess 

their attendances to the course and go back to their work places. 

 

3-5.  Conclusion  

     Since the Project has been consistent with the development policy and needs of TANESCO and 

the Japanese ODA policy, the Project keeps high relevance.  Although effectiveness of the Project can 

be ensured to some extent, it is difficult to objectively assess achievements of the planned outputs and 

the Project Purpose due to the unclear targets of verifiable indicators.  Also, the causal relation between 

the Project Purpose and the Overall Goal is unclear.  Therefore, it is necessary for the Project to revise 

the PDM Ver.2 in order to ensure effectiveness and to induce positive impacts as a result of the Project. 

In addition, the achievement of the Output 4, aiming at establishment of models to create improved

O&M practices at distribution and substation facilities based on the technical trainings and 5S-Kaizen
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activities, is essential to ensure efficiency and sustainability of the Project. 

 

3-6.  Recommendation 

(For the Project) 

1) Development of Practical models for the actual O&M works 

     In order to obtain tangible effects of the project, it is essential to develop models for improved 

O&M practices at distribution and substation facilities based on the technical trainings and QC 

(5S-Kaizen) activities.  It is recommended that the model activities should be implemented as 

on-the-job training (OJT) basis, including preparation of standardized working guidelines and manuals 

as well as necessary technical documents.  TANESCO needs to prepare necessary equipment and 

materials for successful implementation of the OJT. 

 

2) Enforcement of inputs and activities for the Output 4 

     For the intensive implementation of necessary activities to achieve the Output 4, it is necessary to 

timely assign the personnel and necessary equipment.  The selected task members will be required to 

devote their efforts to prepare and implement OJT of improved O&M practices for distribution and 

substation facilities. 

 

3) Promotion of Specialized Training Courses for Technicians and Engineers 

     Organizing more specialized technical training courses for technicians and engineers will be 

effective to improve practical knowledge for better O&M of distribution and substation facilities and 

bridge the gap between technical capacity and quality management at technical work places. 

Considering sustainability of TTS’s operation after the completion of the Project, TTS will need to take

initiatives to design and launch the specialized training courses based on feedbacks from OJTs and QC 

activities. 

 

4) Revision of PDM 

     Based on the results of the Mid-term Review, it is recommended to revise PDM in order to 

redefine functional verifiable indicators with clear targets and timeframe as well as to modify the 

Overall Goal which can be more attributable to the project Purpose. 

 

(For TAENSCO) 

1) Assignment of Necessary Personnel for TTS Management 

It is recommended that TANESCO will assign all the necessary personnel to manage and operate 

TTS in order to ensure sustainability of the Project from the organizational aspect. 

2) Intensive Engagement of Counterparts 

It is also recommended that the counterparts from TANESCO, in particular, the working group

members and task members, would dedicate their time as much as possible with the Japanese experts, 

especially the short-term experts, to maximize efficiency and effectiveness of the Project 

implementation. 
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3) Increase in the Number of Full-Time Trainers at TTS 

     The trainings of technicians and engineers, in particular the substation courses, can be interrupted 

by troubles at substations since the part-time trainers are the working engineers operating substations. 

In order to effectively implement the trainings, it is preferable to increase the number of full-time 

trainers who can devote their time to the training courses without any interruption. 

 

3-7.  Lessons Learned  

Necessity of Combination of Top-Down and Bottom-Up Approaches for Quality Improvement of 

Power Supply 

     5S-Kaizen activities bring about a good opportunity for the counterparts to realize how they can 

change their work place by bottom-up approach even if they have budget constraints.  On the other 

hand, the top-down approach to standardize O&M practices through technical trainings is crucial to 

improve O&M performance at site.  It is to be noted that a clear strategy is required as to how the 

top-down and the bottom-up approaches can be best combined in order to create synergy effects and 

realized tangible outcomes at the organizational level. 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ プロジェクト実施の背景及び中間評価の目的 

タンザニア連合共和国（以下、「タンザニア」と記す）の産業・経済の中心地であるダルエスサ

ラーム市（人口約250万人）及び地方都市部は、近年の経済発展と人口増加に伴い電力需要が急激

に増加しており（全国系統ピーク電力需要は2007年12月の実績値で630MW）、都市部における電力

の安定供給はタンザニアの社会経済活動の発展の必須条件となっている。しかし、タンザニアに

おける電力供給を担うタンザニア電力供給公社（Tanzania Electric Supply Company Ltd.：TANESCO）

では、政府により分割民営化の方針が打ち出された1990年代後半から約10年間は、既存設備の維

持管理・増強・更新と新規設備に対する投資が行われず、経験のある優秀な人材がTANESCOを去

り、職員研修もほとんど行われてこなかった。このため施設は老朽化する一方であり、増加する

需要に対応するために各変電所の機器類は慢性的な過負荷状態が続き、また配電設備は保守管理

が不十分なために停電が頻発しており、社会経済の諸活動に大きな支障を来している。 

また、民営化をめざし、海外の民間コンサルタントがTANESCOの経営を担った時期（2000～2006

年）もあったが所期の目的を達成できず、電気料金収入は支出の60％程度にとどまるなど、赤字

財務体質は改善されていない。こうした事情から、2006年にタンザニア政府は、TANESCO民営化

については時期尚早として凍結を決定し、民間コンサルタントとのマネジメント契約の延長は行

わなかった。2006年12月に就任した新しいTANESCO経営陣は、TANESCO再建と電力供給信頼度

向上のために人材育成は必要不可欠とし、内部人材育成方針（Training Policy）の作成に着手する

など、研修のあり方を見直し社内の人材育成に力を入れていく姿勢を示している。世界銀行をは

じめとする他ドナーは既存送配電設備の更新・増強に対する支援を行っているが、人材育成につ

いてはいまだ不十分な部分が多い。特にこの10年で多くの人材がTANESCOを去り、また新規採用

もまったく行われてこなかったことから、人材育成は大きな課題となっている。 

こうした背景の下、2009年8月より2014年8月まで5年間の予定で実施中の技術協力プロジェクト

｢効率的な送配電系統のための能力開発プロジェクト｣（以下、｢本プロジェクト｣）では、派遣中

の長期専門家2名（チーフアドバイザー、業務調整/人材育成計画）と複数名の短期往復型の専門家

（配電技術、配電計画、変電設備、業務効率改善などの分野）からなる専門家チームが、カウン

タパート（Counterpart：C/P）であるTANESCOと共同で送配電部門の内部人材育成体制を改善し、

タンザニアにおける送配電系統の適切な計画・維持管理を行えるよう組織能力を強化するための

活動を進めている。 

 

１－２ 調査の目的 

本中間レビュー調査団は、評価5項目の観点からプロジェクトの達成状況及び進捗状況を検証す

るため、2012年10月13日から10月28日の期間、タンザニア、ダルエスサラームに派遣された。こ

の過程で、プロジェクトの計画の見直しを行うとともに、実施体制の強化などについても必要な

提言を行うことを目的とした。 

中間レビューの目的は、以下のとおり。 

① プロジェクトの投入、活動、達成状況の検証 

② プロジェクト残り期間における実施上の問題点・課題の把握 

③ プロジェクト残り期間における実施改善及びプロジェクト終了後の将来計画に向けての提言 
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１－３ 調査団構成 

本中間レビューは、JICA側及びTANESCO側の以下のメンバーにより合同で実施した。 

 （1）JICA側 

 担 当 氏 名 所  属 

1 
総括 

Team Leader 
林 俊行 JICA国際協力専門員 

2 
評価企画 

Evaluation Planning 
小早川 徹 

JICA産業開発・公共政策部 

資源・エネルギー第一課 企画役 

3 
評価分析 

Evaluation and Analysis 
中村（須田）桐美 OPMAC株式会社 開発部 次長 

 

 （2）TANESCO側 

 氏 名 プロジェクトでの役割 所  属 

1 
Ms. Subira Elizabeth 

WANDIBA 
ワーキンググループメンバー Manager TANESCO Training Schools

2 Mr. Rajabu M.R. MBIRO ワーキンググループメンバー
Manager Training and Manpower 

Development, TANESCO 

3 Mr. Simon B. KIHIYO ワーキンググループメンバー
Manager Operations – Distribution, 

TANESCO 

 

１－４ 調査日程 

現地調査は2012年10月13日から10月28日までの期間で実施された。 

調査日程の概要は、以下のとおりである。 

2012年 林、小早川 中村、荒木 場所 

10月 

13 土  成田発  

14 日  ダルエスサラーム着  

15 月  
・プロジェクト関係者（専門家/C/P）へ

のインタビュー 

TANESCO本部/ 

研修所（TTS） 

16 火  
・プロジェクト関係者へのインタビュー

・TANESCO技術研修所（TTTS）訪問 
TANESCO本部/TTS 

17 水  ・プロジェクト関係者へのインタビュー TANESCO本部/TTS 

18 木  
・対処方針会議（TV会議） 

・プロジェクト関係者へのインタビュー

JICAタンザニア事務所 

TANESCO本部/TTS 

19 金  
・プロジェクト関係者へのインタビュー

・中間レビュー報告書案作成 
TANESCO本部/TTS 

20 土  ・中間レビュー報告書案作成  

21 日 ダルエス着 ・中間レビュー報告書案作成  

 22 月 

・JICAタンザニア事務所打合せ 

・JICA専門家との打合せ 

・TANESCOとの中間レビュー協議 

JICAタンザニア事務所 

TTS 
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23 火 ・JICA専門家との面談 TTS 

24 水 
・TANESCO本部表敬 

・TANESCOとの中間レビュー協議 
TANESCO本部/TTS 

25 木 

・中間レビュー結果の共有と協議議事録（M/M）署名

・在タンザニア日本大使館報告 

・JICAタンザニア事務所報告 

TTS 

在タンザニア日本大使館

JICAタンザニア事務所 

26 金 ・情報整理、報告書作成  

27 土 ダルエスサラーム発  

28 日 成田着  

 

１－５ プロジェクトの概要 

プロジェクトの概要は以下に示すとおりである。2011年7月の合同調整委員会（Joint Coordination 

Committee：JCC）において改訂された、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design 

Matrix：PDM）Ver.2は、付属資料 M/MのAppendix Iのとおり。 

 

 （1）上位目標 

電力系統の計画、運営及び維持管理に関する能力が強化される。 

 

 （2）プロジェクト目標 

TANESCOの人材育成システムが改善され、維持される。 

 

 （3）アウトプット 

1．TANESCO技術研修校（TANESCO Technical Training School：TTTS）における配電及び変

電施設向けの研修システムが開発される。 

2．配電及び変電設備の電工職（Artisan）、技能職（Technician）及びエンジニアがTTTSの研

修システムを通じて研修を受け、認定される。 

3．TANESCOに業務改善（Quality Control：QC）1活動が導入され、継続的に推進される。 

4．TTTSにおける研修システムとQC活動の成果が、配電及び変電施設に係る技術的業務に

反映される。 

 

活動 

1.1 研修方針の策定 

1.2 研修ニーズ分析（Training Needs Assessment：TNA）の実施 

1.3 研修施設の整備及び研修に必要な工具、資機材の調達 

1.4 電工職、技能職、エンジニア向けの研修カリキュラム及びテキストの作成 

1.5 電工職、技能職、エンジニア、それぞれの研修計画の策定 

1.6 講師養成研修の実施及び講師の認定 

                                                        
1 「業務改善活動」はこれまでQuality Management（QM）を当ててきたが、本中間レビューを通して、Quality Control（QC）が

より活動内容に即していると判断されたため、英文訳を変更することとした。 
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1.7 電工職、技能職、エンジニア、それぞれの内部認定制度の策定 

1.8 TTTSの運営・管理体制の構築 

 

2.1 電工職、技能職、エンジニア向けのそれぞれの研修の実施 

2.2 受講者向けの理解度試験の実施及び内部認定制度に基づいた認定証の授与 

2.3 モニタリング・評価に基づいた研修の改善 

2.4 受講者の職場における研修効果の評価 

 

3.1 マネジメントの意識の醸成 

3.2 QC推進のための戦略計画の策定 

3.3 QCに係るファシリテーターの育成 

3.4 カリキュラムの開発 

3.5 研修教材の作成 

3.6 TANESCOにおけるQC活動の推進 

3.7 モニタリング・評価メカニズムの構築 

3.8 グッドプラクティスを共有するためのワークショップの実施 

3.9 活動のモニタリング 

3.10 QCに対するTANESCO経営陣の支援を獲得 

3.11 評価の実施 

 

4.1 配電及び変電施設の計画、運営・維持管理に係る業務ガイドライン及びマニュアルの

作成 

4.2 TTTSの研修における業務ガイドライン及びマニュアルの活用 

4.3 配電・変電施設における計画、建設、運営・維持管理に係る実技訓練の実施 

4.4 配電・変電施設での技術的業務のモニタリング及びTTTSの研修システムの見直し 

 

１－６ 中間レビューの方法 

本調査は、「JICA事業評価ガイドライン」に基づいて、以下の手順によって実施された。 

 

 （1）PDM及び活動計画表（Plan of Operation：PO）に示されるプロジェクトの計画の進捗状況 

 

 （2）評価5項目によるプロジェクトの分析 

 

 （3）プロジェクトの改善事項に係る提言の作成 

 

 （4）類似案件への教訓の導出 

 

本調査においては、下記の手法により定量的及び定性的なデータ・情報収集を行った。 

・プロジェクトで作成された報告書及び関連文書のレビュー 

・日本人専門家、C/P及び関係者への質問票調査及びインタビュー    
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プロジェクトの分析に用いた評価5項目とその視点は以下のとおりである。 

 

 （1）妥当性 

プロジェクト目標及び上位目標は、タンザニアの開発政策及びTANESCOのニーズは、日本

の対タンザニア援助政策に合致するものであったか。 

 

 （2）有効性 

中間レビュー時点におけるアウトプットの達成状況からみて、プロジェクト目標はプロジ

ェクト終了時点までに達成見込みはあるか。 

 

 （3）効率性 

計画されたアウトプットの達成状況と日本・タンザニア国側双方の投入の量、質、タイミ

ングに鑑みて、投入はアウトプットに効率的に転換されているか。 

 

 （4）インパクト 

プロジェクトの成果として、プロジェクトの意図する正のインパクトである上位目標の達

成見込みはあるか。また、それ以外に、プロジェクトによる直接的・間接的な正負の効果は

あるか。 

 

 （5）持続性 

制度、組織、技術及び財務的観点から、プロジェクト終了後にプロジェクトの正の効果及

び便益は持続するか。 

 

１－７ 調査結果 

上記中間レビューの方法に基づき、評価5項目をベースに評価報告書を作成し、2012年10月25日

に開催した合同会議により、本評価結果について先方と合意し、付属資料のとおり、協議議事録

（Minutes of Meeting：M/M）を締結した。なお、合同会議ではPDMの改定についても議論したが、

先方の都合により調査団現地滞在中にJCCを開催できなかったことから、今後、PDM改定版に係る

細部についてプロジェクトとC/P間で協議したうえで、JCCにて確定することとした。 

 

１－８ 団長所感 

 （1）5S・カイゼン・標準化 

5S・カイゼンは現場レベルの業務を標準化することにより業務の効果と効率を高めるため

の手法である。一方でTANESCO研修校（TANESCO Technical School：TTS）で教える技術的研

修も標準化された合理的な技術的作業手順を教えるものである。1990年代後半からTANESCO

では内部的技術研修が行われておらず、現場レベルの作業は作業員やテクニシャンのやり方

に任せられた自己流がまかりとおっていたと考えられ、これが不適当で不十分な作業手順や

維持管理の元凶となり、もともと劣化している既存設備をより劣化させていると思われる。

このような現状のなかでTTSに求められる重要な役割は、TANESCOの現場レベルにおける作

業手順の標準化をとおした業務実施体制の立て直しであり、TTSはこのための発信源であり拠
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点となることが求められている。特にTANESCOの現場では単線結線図や設備台帳、線路図な

どの技術資料が整備されていないため、効率的・効果的業務実施の阻害要因になっている。

成果4としてガイドラインやマニュアルを整備するとともに、このような技術資料自体の整備

を標準化の一環として進めることもこれから考慮すべき課題である。 

 

 （2）個別課題研修の重要性 

これまで実施された研修は、配電と変電の一般的技術事項を網羅したものであるが、これ

以後は配電変圧器の負荷管理や配電損失の改善など現場で生じている個別的技術課題につい

て短期的な研修を実施することが計画されている。TANESCOの現場ではこのような個別的課

題が山積しているため、顕著な研修効果を現場レベルで発現させるために個別的研修の実施

は重要である。 

 

 （3）TTSの研修分野について 

本プロジェクトでは配電と変電を支援しているが、TANESCOの研修ニーズは発電や送電な

ど他の分野にも存在している。TTSでどの分野をどの程度研修するかについてはこれから検討

し明らかにする課題であるが、その際にザンビアにあるカフエ・ゴージ・リージョナル研修

センターを考慮することも研修の費用対効果を高めるうえで有効であろう。このリージョナ

ル研修センターはもともとザンビア電力公社（Zambia Electricity Supply Corporation Ltd.：

ZESCO）の研修施設であったが、スウェーデン国際開発協力庁（Swedish International 

Development Cooperation Authority：SIDA）が支援をして東南部アフリカ地域を対象としたリ

ージョナル研修センターになった。現在はアフリカ全域を対象とした研修を提供し、独立採

算で研修の継続をめざしている。変電や発電の研修には配電以上に高価な研修設備が必要に

なる一方、研修対象の人材の数は配電と比べると決して多くない。このような研修事項につ

いてはカフエ・ゴージ・リージョナル研修センターを利用することも選択肢の1つになるだろ

う。 
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第２章 プロジェクトの実績と現状 
 

２－１ 投入 

日本側 

日本側の投入はほぼ計画どおりに行われた。 

 （1）専門家派遣 

プロジェクトの実施にあたり、長期専門家として、チーフアドバイザー/電力人材育成及び

業務調整/研修機能強化の2名が派遣され、技術人材の研修システムの構築及びTTS2の運営立ち

上げを支援している。また、配電計画、配電技術、変電設備、変電計画、変電保護制御、業

務効率改善の6分野に10名の短期専門家が派遣されている。派遣専門家のリストは、付属資料

M/MのAppendix IIIのとおり。 

なお、チーフアドバイザーの派遣時期が当初予定よりも遅れたものの、研修ニーズ分析・

調査を含む、研修コースの準備については、業務調整により計画どおり進められたことから、

プロジェクトの実施に特段の支障は生じなかった。 

 

 （2）本邦研修 

これまでに、TANESCOから10名が本邦研修に派遣された。そのうち、4名は集団研修に参

加し、2010年の「効率的な配電計画及び運営維持管理コース」（4週間）に2名、2011年の「変

電所運営維持管理コース」（4週間）に2名であった。また、2012年10月には、本プロジェクト

向けの「配電・変電のTTS講師のための研修コース」に6名が参加した。本邦研修の参加者リ

ストは、付属資料M/MのAppendix IV-1のとおり。 

 

 （3）第三国研修 

TANESCOから11名が第三国研修に参加した。アウトプット3のQC活動の一環である5S活動

のファシリテーターの育成を目的として、シンガポールのCivil Service Collageで行われた

“Empowering of 5S-Kaizen facilitators and leaders”（5Sカイゼン3ファシリテーター及びリーダー

のエンパワメント）の12日間コースに派遣された。第三国研修の参加者リストは、付属資料

M/MのAppendix IV-2のとおり。 

 

 （4）機材供与 

日本側により、絶縁抵抗計、油分分析セット、ガス漏れ検出器などの研修機材・器具及び

パソコン、プリンター、プロジェクターなど、TTS City Center及びTTTS Masakiの備品が供与

された。日本側により供与された機材リストは、付属資料M/MのAppendix Vのとおり。 

 

                                                        
2  本プロジェクト開始時点では、TTTSにおける研修システムの構築及び研修実施が計画されていたが、2011年にダルエスサラ

ーム市街地のMasaki地区に電工職向け研修施設としてTTTS Masakiが開校し、2012年にダルエスサラーム中心部に技能職・エ

ンジニア向け研修施設としてTTS City Centerが開校した。2つの研修施設を合わせて、TTSと総称している。 
3  日本の企業活動における実績や生産性の継続的な改善に向けた取り組みを指す。「5S」は、改善の基本となる、「整理・整頓・

清潔・清掃・躾」の頭文字Sをとったもの、「カイゼン」は、「改善」あるいは「より良い変化」を意味する。 
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 （5）在外事業強化費 

中間レビュー時点までに日本側が負担した在外事業強化費は、2,630万9,000円であった。主

な使途は、技術研修を担当する講師のための研修及びTTSにおけるTANESCOの各階層の技術

者（電工職、技術職、エンジニア）向け研修の実施、5S活動に関するワークショップの開催

費用である。在外事業強化費の詳細は、付属資料M/MのAppendix VIのとおり。 

 

タンザニア側 

タンザニア側の投入は計画どおり行われた。 

 （1）カウンターパート配置 

TANESCOは、JCCメンバー、ワーキンググループメンバー（Working Group：WG）、TTS専

任職員として、38名をC/Pとして配置した。また、TANESCO研修方針（TANESCO Training 

Policy）の草案や研修ニーズ調査などの特定の活動に従事する、タスクフォース（Task Force：

TF）メンバーが配置された。さらに、TTSにおける技術者向け（電工職、技術職、エンジニア）

研修実施のため、31名の講師が配置されている。カウンターパートリストは、付属資料M/M

のAppendix VIIのとおり。 

 

 （2）機材購入 

タンザニア側は、TTTS Masakiにおける電工職向け研修で使用する、研修工具、機材及び消

耗品を購入した。タンザニア側で購入した機材などのリストは、付属資料M/MのAppendix VIII

のとおり。 

 

 （3）土地・施設 

TANESCOにより、研修実施場所としてTTS City Center及びTTTS Masakiが提供されている。

また、本プロジェクトのプロジェクトオフィスが、TTS City Centerに設けられている4。 

 

 （4）ローカルコスト負担 

TANESCOは、本プロジェクトの実施にあたり、TTS City Center及びTTTS Masakiの改修工事

費用を負担し、また、講師研修（Trainings of Trainers：TOT）、技術者向け研修、5Sワークシ

ョップの実施費用を負担している。TTSの予算の詳細については、付属資料M/MのAppendix IX

を参照。 

 

本プロジェクトの中間レビュー時点までの投入実績は、表－１のとおりである。 

 

                                                        
4  プロジェクトオフィスは、当初TANESCO本社に置かれ、2010年10月の施設完成に伴い、TTTS Masakiに移転した。その後、

更に、2012年6月にTTS City Centerに移転し、現在に至っている。 
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表－１ 本プロジェクトの投入 

 計画（R/D締結時） 実績（2012年10月現在） 

日本側 ・専門家派遣 

長期専門家：チーフアドバイザー/電力研修

計画及び業務調整/研修機能強化（120人/

月） 

短期専門家：7分野（変電を含む配電網維

持管理、配電系統分析・計画、送電系統分

析・計画、給電指令、送電線・変電所維持

管理、送電線・変電所建設、総合的品質管

理（Total Quality Management：TQM） 

・本邦研修：実施予定 

・機材供与 

‐配電、送電、変電及び給電の研修に必要

な機材・工具 

・在外事業強化費：N/A 

・専門家派遣：8分野12名（およそ141.4人/月）

長期専門家：2分野2名（69人/月） 

短期専門家：6分野10名（およそ72.4人/月）

・本邦研修受入：10名（3コース） 

・第三国研修：11名（2コース） 

・機材供与 

外貨分：194万8,000円 

12万3,000米ドル 

内貨分：8,125万2,000タンザニアシリング

・在外事業強化費：2,630万9,000円 

タンザニア側 ・C/P配置：プロジェクトダイレクター、プロ

ジェクトマネジャー、副プロジェクトマネジ

ャー、WG長、事務スタッフ 

・機材：N/A 

・土地・施設 

‐必要な土地、建物、施設 

‐日本人専門家用事務所スペース 

‐その他必要な施設 

・ローカルコスト負担：研修に係る事務経費 

・C/P配置：41名 

・機材：N/A 

・土地・施設：プロジェクト事務所及び研修セ

ンター 

・ローカルコスト負担：研修校の改修工事費用、

研修などにかかる事務経費 

 

２－２ 活動の実績 

アウトプット4を除き、アウトプット1～3に関する活動は、おおむね計画どおり実施されている。 

TTSにおける研修システムの構築を行うアウトプット1については、本プロジェクトで作成され

たTANESCO研修方針及び研修ニーズ分析に基づいて、研修カリキュラム、シラバス、教材が既に

作成されている。また、必要な研修施設・機材、工具についても、TTS City Center及びTTTS Masaki

に整備済みである。TTSにおける研修のモニタリング・評価を行い、カリキュラムや時間割、教材

の見直しといった、研修の改善を行うためのフィードバックシステムの構築に係る活動は、現在、

実施中である。 

アウトプット2は、TANESCOの配電及び変電施設に勤務する技術者（電工職、技能職、エンジ

ニア）を対象とする、TTSにおける技術研修の実施である。TTTS Masakiにおける電工職向けの研

修は、2011年5月に開始され、技能職及びエンジニア、それぞれを対象とする研修は、2012年7月

に開始されたところである。電工職向け研修では、研修内容の理解度を確認するために、受講者

向けの試験が実施されている。また、配電部門の技能職及びエンジニア向けの研修では、研修コ

ースの一環として自由討議の時間が設けられており、配電及び変電施設の現場での問題について

議論し、それぞれの受講者による現場でのQCに向けた活動計画が作成される。それぞれの活動計

画の現場での実施状況については、日本人専門家及びTTSの講師、配電部マネジャーによる評価チ

ームが現場を訪れ、チェックを行い、必要に応じて現場で指導を行っている。 

アウトプット3については、TANESCOに5S活動を導入するための戦略計画が策定され、人事部

に承認された。また、シンガポールでの第三国研修などを通じ、TANESCO本社職員を中心として、 
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5Sファシリテーターが養成された。5Sファシリテーターは、業務効率改善の日本人専門家の支援

を受け、TANESCO本社及び地域事務所（Regional Office）5における5Sワークショップを実施してい

る。 

アウトプット4については、これまでの活動は限定的である。どのようにして技術研修と5Sカイ

ゼン活動の効果を配電及び変電施設の現場に反映させていくかについての議論が、日本人専門家

とTANESCOの配電及び変電部門の主要C/Pの間で開始されたところである。 

 

表－２ プロジェクトの主な活動（2012年10月現在） 

成果（アウトプット） 活  動 

アウトプット 1 ・TANESCO研修方針の草案作成 

・研修ニーズ分析・調査の実施 

・技術者向け（電工職、技能職、エンジニア）研修カリキュラム、シラバス、教材の作

成 

・研修施設・機材の整備及び研修工具・消耗品の調達 

・講師養成研修 

・研修認定制度の構築 

・TTSの運営・管理体制の整備 

アウトプット 2 ・TTTS Masakiにおける電工職向け研修の実施（第1回2011年5月～8月、第2回2011年9月

～12月、第3回2012年1月～4月、第4回2012年5月～8月） 

・TTS City Centerにおける技能職・エンジニア向け研修の実施（第1回2012年7月） 

・研修受講者向け試験の実施 

・研修受講者への認定書授与 

アウトプット 3 ・5S推進のための戦略計画の策定 

・5Sファシリテーター養成研修 

・5Sワークショップ向けカリキュラム及び教材作成 

・5S活動のモニタリング・評価のための仕組みづくり 

・5Sワークショップの開催 

・5Sファシリテーターのためのトレーナーガイドの作成 

アウトプット 4 ・技術研修及び5S活動の効果を配電及び変電施設での技術業務に反映させるための活動

に関する検討の開始 

 

２－３ 成果（アウトプット）の達成状況 

2012年10月の中間レビュー時点で、各アウトプットの達成に必要な活動は実施中であり、完了

しておらず、アウトプット1～4のいずれも達成には至っていない。なお、各アウトプットの達成

状況を測定するために指標では、目標値や達成時期が明確されておらず、各アウトプットが何を

どの程度達成したのかについて検証を行うことは困難であったため、活動の実施状況から達成度

を推定した。 

アウトプット1については、部分的に達成されている。プロジェクトで策定されたTANESCO研

修方針に基づいて、電工職、技能職、エンジニアの各技術者向けの一般研修コースのカリキュラ

ム、シラバス及び教材が策定され、研修に必要な設備、機材、工具がTTS City Center及びTTTS Masaki

に整備された。研修講師についても、TANESCOの配電及び変電部門の現役技術者やOBを対象に講

師養成研修が実施され、31名が養成された。また、プロジェクトでは研修認定制度をつくり、研

修修了者に認定書を授与している。技能職及びエンジニアについては、TTSによる内部的な認定書

                                                        
5  TANESCOには、24の地域事務所が設置されている。 
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を授与しているが、電工職の一般研修コースついてはタンザニア職業教育・訓練機関（Vocational 

Education and Training Authority：VETA）6とTTSにより共同でカリキュラムを開発し、研修を実施し

ていることから、公的な職業訓練コースとして認定されており、VETAとの共同の認定証が受講者

に授与されている。TTSにおける研修を継続的に改善していくためのフィードバックの仕組みの構

築については、現在、作業が進行中である。また、TTSの運営管理体制については、組織体制は

TANESCOの経営側の承認は得ているものの、人員配置は一部を除いて完了していない。（TTSの組

織体制については、付属資料M/MのAppendix Xを参照） 

アウトプット2についても、既に電工職、技能職及びエンジニア向けの一般研修コースがそれぞ

れ開始されていることから、一部達成されていると判断される。なお、プロジェクト期間中に実

施可能な研修回数及び研修対象者の人数は、TTSの研修受入能力により決まるが、中間レビューの

時点まで具体的な研修回数や研修人数の目標値は検討中とされ、明確にされていなかった。また、

技能工及びエンジニア向けの一般研修コースを通じて、技能工及びエンジニアについては、配電

及び変電に関するより専門的な研修ニーズがあることが確認されており、特定のテーマに絞った

集中的な研修を追加的に実施することが検討されている。 

アウトプット3も同様に、5S活動がTANESCO人事部及びダルエスサラーム地域のKinondoni North、

Kinondoni South及びIlalaの3つの地域事務所（Regional Office）において導入されており、一部達成

されていると判断される。本プロジェクトで策定された5S活動推進のための戦略計画では、日本

人専門家の支援を受け、養成された5Sファシリテーターがプロジェクト期間中に5Sワークショッ

プをTANESCOの24の地域事務所において実施し、活動を普及していくことが計画されている。 

アウトプット4については、前述のとおり、活動が限定的であり、達成には至っていない。技術

研修と5S活動の効果を、いかにして配電及び変電施設の現場における技術的業務への反映させる

かについての議論は開始されたばかりであり、プロジェクト期間中には実施に移されることが期

待される。 

 

表－３ アウトプットの達成状況（2012年10月現在） 

アウトプット 指  標 達成状況 

1. TTTSにおける配電

及び変電施設向け

の研修システムが

開発される。 

1-1 承認された研修方針がTTTSに組み

入れられる。 

1-2 マネジメントによるカリキュラム

の承認 

1-3 TTTSへの校長、専任講師（〇〇名）、

臨時講師（〇〇名）、事務職員の配

置 

1-4 条件を満たした年間研修計画の内

容 

1-5 TTTSの運営に必要な費用が各年で

算出され、予算化され、適宜実施さ

れる。 

1-6 TANESCOの認定講師○○名 

1-7 研修施設、機材、工具及び消耗品の

質的及び量的な適切さ 

一部達成。TTSの運営のための人員配置は完

了していない。また、TTSの研修のモニタリ

ング・評価を含むフィードバックシステムは

構築中である。 

                                                        
6  タンザニアの職業訓練に関する監督、規制、職業訓練校の運営を行う政府機関。タンザニアで事業活動を行っている組織は、

人件費の一定率をVETA税として徴税され、タンザニアの職業訓練の財源とされている。 
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2. 配電及び変電設備

の電工職（Artisan）、

技能職（Technician）

及びエンジニアが

TTTSの研修システ

ムを通じて研修を

受け、認定される。 

2-1 電工職、技能職、エンジニアのそれ

ぞれの総数に占める受講者数がそ

れぞれ〇〇人及び〇〇％になる。 

2-2 電工職、技能職、エンジニアのそれ

ぞれの総数に占める認定者数がそ

れぞれ〇〇人及び〇〇％になる。 

2-3 電工職、技能職、エンジニアのそれ

ぞれの受講者数に占める認定者数

の割合がそれぞれ〇〇％になる。 

2-4 条件を満たしたモニタリング・評価

報告書の内容 

一部達成。 

・電工職向け研修：3カ月間の一般研修コー

スを4回実施。受講者数は合計で200名。

・技能職向け研修：1カ月間の配電一般研修

コースを1回実施（受講者30名）。1カ月間

の変電一般研修コースを1回実施（受講者

15名） 

・エンジニア向け研修：1カ月間の配電一般

研修コースを1回実施（受講者30実）。1カ

月間の変電一般研修コース1回実施（受講

者15名）。 

 

技能工及びエンジニア向け研修の第2段階と

して、より集中的で専門的な研修コースが検

討されている。 

3. TANESCOにQC活動

が導入され、継続的

に推進される。 

3-1 カリキュラムの作成 

3-2 配置されたファシリテーター○○人 

3-3 戦略計画の内容 

3-4 TANESCO経営側の支援 

3-5 QC推進ワークショップの数 

3-6 QCが組み入れられた既存の職員研

修の数 

3-7 QC研修が組み入れられたTTTSにお

ける研修活動の数 

3-8 ワークショップで発表されるグッ

ドプラクティスの数 

一部達成。 

・戦略計画の策定 

・5Sワークショップのカリキュラムの策定

・ワークショップ4回実施（人事部及びダル

エスサラーム地域の3地域事務所） 

・5S活動の実践に係る報告 

4. TTTSにおける研修

システムとQC活動

の成果が、配電及び

変電施設に係る技

術的業務に反映さ

れる。 

 

4-1 条件を満たした配電及び送電施設

の計画、運営維持管理に係る業務ガ

イドライン及びマニュアルの草案 

4-2 業務ガイドライン及びマニュアル

案を反映した教材の内容 

4-3 現場で実施された件数 

4-4 現場でのモニタリング件数 

未達成。 

 

２－４ プロジェクト目標の達成状況 

前述のとおり、計画されたアウトプットはいまだ完全に達成されてはいないため、プロジェク

ト目標も達成されたとはいえない状況にある。また、現行のPDM Ver.2に示される指標は、目標値

が明確でなく、プロジェクト目標の達成度を測定するのは困難であった。TANESCOの人材育成シ

ステムの改善というプロジェクト目標の達成状況を客観的に測定するためには、指標の見直しが

必要である。 

 

表－４ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標 指  標 達成状況 

TANESCOの人材育成

システムが改善され、

維持される。 

1． 条件を満たすTTTS年次報告書 

2． TTTSの中期計画が策定され、TANESCO

理事会で承認される。 

3． 目的とされた改善が職場で認められる。

4． 研修方針及びカリキュラムが計画どお

りに実施される。 

計画されたアウトプットの達成度が限定

的であるため、達成されていない。 
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２－５ 上位目標の達成見込み 

上位目標は、プロジェクトの結果として達成されるべきアウトカムである。JICAの技術協力プ

ロジェクトは、プロジェクト完了後3～5年で達成されるべき目標とされる。また、上位目標は、

適切な指標により明確に定義された「TANESCOの人材育成システムの改善」の結果として、論理

的に達成可能な効果であることが求められる。 

しかしながら、PDM Ver.2の上位目標では、プロジェクトで対象としている配電・変電分野より

広い範囲（電力系統）が対象とされており、また運用・維持管理のみならず計画に係る能力強化

も含まれていることから、プロジェクト目標達成の延長線上で上位目標達成を見通せない状況と

なっている。本来、本プロジェクトの上位目標は、配電及び変電部門の電工職、技能職、エンジ

ニア向けの技術研修や5Sカイゼン活動の導入による具体的な効果によるものであるべきと考えら

れる。これらの便益として期待される配電網及び変電所における運営維持管理の改善に鑑み、重

点とすべきプロジェクトの長期的目標を明確にし、上位目標及びその指標を再検討することが必

要となっている。 

 

表－５ 上位目標の達成見込み 

上位目標 指  標 達成見込み 

電力系統の計画、運営

及び維持管理に関する

能力が強化される。 

1． 配電及び変電施設の設備台帳が定期的

に更新される。 

2． 配電及び変電施設の運営維持管理計画

及び報告書が適切に作成される。 

3． モニタリングのための配電及び変電施

設の技術書類が適切に作成され、活用

される。 

4． 系統拡大のための計画手法が適切に活

用される。 

5． 電力系統の建設及び維持管理のための

技術基準及びスペックが確認される。

TANESCOの人材育成システムの改善によ

る電力系統の計画及び維持管理能力の強

化への貢献の検証が困難であり、達成見込

みの判断を行うことはできない。 

 

２－６ 実施プロセス 

本プロジェクトの実施体制は、下記の図－１のとおりであ

る。 

本プロジェクトの進捗状況のモニタリング及びプロジェク

トに関連する重要な意思決定を行うため、JCCが設置され、

計画どおり年1回開催されている。2011年10月20日に開催され

た第3回JCCでは、PDM Ver.2が正式に承認された。PDM Ver.2

の改訂では、上位目標、プロジェクト目標、アウトプット及

び活動を明確にし、より現実に即したものとすることが目的

であった。 

本プロジェクトの実施にあたっては、WGが設置され、月

例会合によりプロジェクトの具体的な活動の監理・調整を行

うとともに、タスクメンバーの配置やTANESCO上層部との連

携などを役割としている。また、WGは、プロジェクト活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 本プロジェクト実施体制
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の実施に係る具体的な事項に関する協議や意思決定を行っている。 

TANESCO研修方針の策定や研修ニーズ分析などの、個別の活動の実施にあたっては、WGによ

りタスクメンバーが指名され、活動を行っている。タスクメンバーはTANESCO本社及び、圏（Zone）7  

事務所、地域事務所の関連する部署の職員から選ばれ、日本人専門家による技術移転の主たる対

象となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ TANESCOの地域区分 

 

 

 

                                                        
7 地域事務所（Regional Office）を統括するため、Dar es Salaam & Coast Zone, Central Zone, Lake Zone, North East Zone, South West 

Zone Mtwara-Lindi Zoneの6つの圏事務所が設置されている。 
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第３章 評価5項目による評価 
 

３－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高く、本プロジェクト終了時点まで妥当性は維持されるものと見込

まれる。 

 

 （1）タンザニア開発政策との整合性 

タンザニアの長期開発目標を示す「タンザニア開発ビジョン2025」においては、3つの目標

が掲げられており、そのうちの1つである「強く、競争力のある経済」には、同開発ビジョン

で開発が必要とされるすべてのセクターにおける適切な水準のインフラの整備が含まれてい

る。また、「成長・貧困削減国家戦略（National Strategy for Growth and Reduction of Poverty：

NSGRP/MKUKUTA）」（第1次NSGRP2005/06-2009/10及び第2次NSGRP2010/11-2014/15）におい

ては、「成長と所得貧困削減」に向けた戦略のクラスターの1つとして、「信頼度の高い、かつ、

負担可能なエネルギーの消費者への供給」及び「生産のための適切なインフラ」が目標とし

て掲げられている。こうした政策目標の下、地方電化の推進・拡大及び全国系統の強化がタ

ンザニアの電力セクターにおける重要課題となっている。したがって、電力系統の計画及び

運営維持管理能力の強化を目的とする本プロジェクトは、タンザニアの開発政策に合致する

ものである。 

 

 （2）TANESCOのニーズとの整合性 

TANESCOの技術研修は、キダトゥ（Kidatu）産業研修校（Kidatu Industrial Training：KIT）

が設立された1970年代にさかのぼる。当初の主たる研修対象は電工職であったが、技能職向

けの研修が開始され、技能職の70％以上がKITでの研修を履修した。1997年には、TANESCO

はモロゴロ州に研修校を設立し、非技術系研修を含めた職員研修を行うようになった。しか

しながら、TANESCOの民営化プログラムが実施されると、モロゴロの研修校はタンザニア政

府に接収され、TANESCOの技術研修は縮小された。その結果、TANESCOの技術者の育成は

限定的なものとなり、老朽化した電力設備の適切な維持管理を行うのに十分な技術水準を維

持することが困難となった。したがって、TANESCOの研修システムの再構築を通し、信頼度

の高い電力供給に向けた技術力の強化をめざすことは、TANESCOの組織ニーズに合致してい

る。 

 

 （3）日本の対タンザニア援助政策との整合性 

対タンザニア国別援助方針では、4つの重点分野が設定されており、そのうちの1つが「経

済成長と貧困削減を支えるインフラ開発」である。電力・エネルギーは日本のODAの支援分

野の1つに含まれており、インフラの効果的な運用と自律的な維持管理のための人材育成は、

インフラ開発支援における重要な課題の1つとして掲げられている。したがって、TANESCO

の人材育成を支援する本プロジェクトは、日本の対タンザニア援助政策にも合致している。 

 

３－２ 有効性 

計画されたアウトプット及びプロジェクト目標の目標値が明確に示されていないものの、中間
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レビュー時点において、本プロジェクトの有効性はある程度確保されるものと判断できる。 

TTSにおける技術研修システムの確立、技術研修の実施及び5S活動の導入については一部達成さ

れており、プロジェクトが終了するまでにTANESCOの人材育成システムの改善が見込まれる。し

かし、過負荷による機器の故障など、日々問題に直面している配電網及び変電所の運営時管理の

改善を行うために、技術研修及び5S活動などの効果をいかに現場の業務に反映していくかが、本

プロジェクトの有効性を確保するための重要な課題となっている。 

したがって、アウトプット4の明確な目標値を再設定し、目標値を達成するための具体的な活動

を計画することが不可欠である。 

また、終了時評価及び事後評価時点において、客観的に有効性を検証するためには、他のアウ

トプット及びプロジェクト目標の指標の目標値を明確化することが求められる。 

 

３－３ 効率性 

中間レビュー時点において、本プロジェクトの効率性は中程度である。 

中間レビュー時点までに、日本・タンザニア国側双方による投入は、おおむね計画どおりに行

われた。また、日本人専門家及びタンザニア側のC/Pの技術レベル及び知識は、計画されたアウト

プットの達成に十分なレベルであったと判断される。 

しかしながら、プロジェクト目標の達成に重要なアウトプット4の達成状況は限定的であるため、

計画されたアウトプットの達成に対し、投入が効率的に活用されたか否かを分析する効率性につ

いては、中間レビュー時点では判断が困難な状況となっている。アウトプット4は、技術研修及び

5S活動の配電網及び変電所における運営維持管理の改善への効果を判断する基準となることから、

アウトプット4の達成度が本プロジェクトの効率性にも影響を及ぼすものと考えられる。 

また、研修効果については、日本側及びタンザニア側の双方から、技術研修の時間管理、特に、

変電部門の技能職及びエンジニア向け研修における時間管理、が研修効果の向上において重要な

課題となっているとの指摘がなされた。変電所での事故及び機器の故障が頻発しており、受講者

のみならず、現役の変電部門の職員である講師もたびたび現場に急行を余儀なくされる状況が起

きている。したがって、期待される研修効果を上げるためには、受講者及び講師ともに、研修に

集中できる環境をつくることが必要となっている。 

 

３－４ インパクト 

 （1）上位目標の達成見込み 

２－５で述べたとおり、プロジェクト目標及び上位目標の論理的な因果関係が不明確であ

るため、本プロジェクトの期待される正のインパクトとしての上位目標の達成見込みを判断

することは困難である。他方、技術研修及び5Sカイゼン活動の成果として、TANESCOの配電

網及び変電所における運営維持管理の改善に貢献した場合には、上位目標が一定程度達成さ

れることが期待される。 

 

 （2）その他のインパクト 

中間レビュー時点において、負のインパクトは確認されていない。また、以下の正のイン

パクトの発現が確認され、期待されている。 
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1）TANESCO職員の業務態度の変化 

主なC/P及び日本人専門家へのインタビューによると、技術研修及び5S活動により、

TANESCO職員の業務態度が前向きに変化していることが確認されている。多くの職員は、

機材の不適切な管理も含め、職場の問題を予算不足のせいにしがちであったが、技術研修

や5Sワークショップの開催後には、予算がない場合でも代替的な手段により、問題に取り

組もうとする姿勢がみられるようになった。 

2）資源の有効活用 

5S活動は、職場環境の改善に向けて、資源の活用を最大化する具体的な方法を提示する

ことから、TANESCO職員に資源の有効活用の重要性を認識させるきっかけとなっている。

例えば、地域事務所でのワークショップでは、職員は資機材が整理されていないために生

じていた倉庫のデッドスペースを認識しただけでなく、使用されないまま放置されていた

部品の在庫や資機材、スクラップがあることを確認することができた。これにより、こう

した使われていなかった部品や資機材は、設備の維持管理に活用することができ、また、

スクラップについては処分し、リサイクルすることが可能となる。死蔵されていた部品・

資機材や廃棄物の活用は、TANESCOのコストの削減につながるとともに、収入源とするこ

ともできる。 

3）研修参加者間での情報・経験の共有の促進 

TTSでの研修は、異なる地域から参加している受講者に、情報や経験を共有する機会とな

っている。そうした受講者間の交流は、配電網や変電所における現場での技術的な知識や

技術の向上につながるものと期待される。また、一般研修コースでは、配電及び送電網に

関する事項が含まれることから、受講者は現場で起こる問題が、送配電系統でどのように

関連しているのか理解することができるようになっている。 

4）顧客満足度の向上 

TTSにおける技術研修及び5Sカイゼン活動を通じて習得された知識及び技術を、研修受講

者が現場において実践することにより、配電網及び変電所の運営維持管理が改善すること

が期待される。その結果、TANESCOの電力供給の信頼度が向上し、顧客満足度の向上につ

ながるものと考えられる。 

 

３－５ 自立発展性（持続性） 

本プロジェクトの持続性は、TTSにおける技術研修、5S活動の推進、配電網及び変電所における

運営維持管理に係るQCの実施の継続性により判断される。したがって、本プロジェクトにより期

待される効果の持続性を確保するにあたっては、下記の点に留意する必要がある。 

 

 （1）政策・制度面 

安定的な電力供給は、タンザニアの開発政策における政策目標の1つであることから、

TANESCOの能力向上はタンザニアにとって引き続き重要な課題とされることが見込まれる。

また、TANESCO業務計画2011-15（Corporate Business Plan of TANESCO）においても、研修の

改善はTANESCOの人事部の戦略目標の1つであり、研修ニーズ分析に基づき、職員の90％が

研修を受講することが目標とされていることから、本プロジェクトにより構築された技術研

修は、プロジェクト終了後も継続されることが見込まれる。 
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 （2）組織面 

TTSにおける技術研修の継続性については、TANESCOによる必要な人員配置を含め、TTS

の管理体制の整備が重要な課題である。また、十分な能力を有し、経験豊富な専任講師及び

兼任講師を確保することも、重要である。 

5S活動については、プロジェクトが終了する2014年8月までに24の地域事務所に普及するこ

とが計画されており、既にTANESCO経営側により承認された。5S活動の継続には、TANESCO

によるモニタリングやフィードバックの仕組みの導入とともに、TANESCO経営側の強いコミ

ットメントが不可欠である。 

また、プロジェクト全体としての効果の持続性の確保には、配電及び変電施設の運営維持

管理の向上に向けた、5Sも含めたQC活動と技術研修の効果を具体的に示す実践的なモデルを

構築することが必要である。 

 

 （3）技術面 

技術研修については、研修を通じて習得された知識・技術の実践が電力施設の運営維持管

理の改善に不可欠であることから、現場におけるプロジェクト効果を確保するためには、よ

り実践的で、専門的な研修を実施していくことが求められる。また、プロジェクト終了後に

日本人専門家の支援なしで、TTSの講師が知識や技術水準を維持することも課題となる。 

5S活動については、本プロジェクトにより十分な人数の5Sファシリテーターが養成され、

現場における活動を継続していくことが重要である。 

さらに、予防保守を含めた配電網及び変電所における運営維持管理業務の改善を主眼とす

る、適切かつ標準化されたモデルの構築・普及は、技術研修及びQC活動の効果の維持に向け

て重要な課題である。 

 

 （4）財務面 

TTSにおける技術研修については、本プロジェクト終了後も、TANESCOが継続的に一定の

予算配分を行うことが期待される。他方、配電及び変電施設における運営維持管理のための

QCモデルの実践については、TANESCOが必要な機材・工具を調達するための予算を確保する

ことが求められる。 

 

３－６ 効果発現に貢献した要因 

 （1）計画内容に関すること 

本プロジェクトでは、TTSにおける研修システムの構築と実施が計画されたが、研修校にお

ける技術研修の実施は、TANESCOの技術人材育成という観点から高いニーズがあった。その

ため、TANESCO側により、技能職及びエンジニア向けのTTS City Center及び電工職向けの

TTTS Masakiという2つの研修校が設立され、技術研修システムの構築・実施に貢献した。 

また、2名の長期専門家が配置されたことで、TANESCOの人材育成のニーズ及び実情を踏

まえながら活動が実施されており、本プロジェクトにおける技術人材育成に対する考え方・

取り組み方に対するTANESCO側の理解が徐々に深まっている。加えて、当初、電力系統全体

を対象とした計画、運営、維持管理能力の向上を企図していたが、より問題が大きい配電・

変電部門の運営、維持管理に対象を絞ることで、選択と集中をとおした作業の効率化を図る
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ことができた。 

 

 （2）実施プロセスに関すること 

活動の実施に時間がかかる面はあるものの、TANESCO側のオーナーシップを尊重した取り

組みが行われてきた。また、TANESCO側でも研修校の設立などを含め技術者向け研修の実施

に必要な予算手当を行い、人員数は不十分ではあるものの、TTSに配属された職員が熱心に取

り組んできたことにより、TTSの技術研修システムの構築・実施が促進された。 

TANESCOのニーズに即した技術研修や5S活動が導入されたことで、TANESCO職員の業務

態度の前向きな変化の兆しが見受けられる。今後、資源の有効活用やコスト削減、情報・経

験の供給の促進による現場での技術的な知識・技術の向上が期待される。 

 

３－７ 問題点及び問題を惹起した要因 

 （1）計画内容に関すること 

プロジェクト目標及びアウトプットの指標において、具体的な目標値や達成時期を含めた

検証可能な指標が設定されていなかったため、進捗状況の確認が明確に行えないうえ、有効

性や効率性の検証が困難となった。 

また、アウトプット4について、どのように達成するかの具体的な認識が関係者で共有され

ていなかったため、活動の進捗の制約となった。 

 

 （2）実施プロセスに関すること 

TTSの運営管理体制の整備について、予定された人員配置が完了していない。 

技術研修については、特に、変電部門の技能職及びエンジニア向け研修における時間管理

が課題となっている。変電所の事故及び機器の故障が頻発しているため、受講者のみならず、

現役の変電所部門の職員である講師もたびたび現場に急行せざるを得ず、円滑な研修の実施

に支障が生じる場合がある。 

 

３－８ 結論 

本プロジェクトは、タンザニアの開発政策及びTANESCOのニーズ、日本の援助政策に合致して

おり、高い妥当性を維持することが見込まれる。有効性については、一定の有効性が確保される

ことが見込まれるものの、計画されたアウトプット及びプロジェクト目標の指標において明確な

目標値が設定されていないため、客観的な達成度を検証することは困難である。また、プロジェ

クト目標及び上位目標の因果関係が明確でなく、本プロジェクトのインパクトとしての上位目標

の達成可能性についての分析も難しい。したがって、有効性及び正のインパクトを確保するため

には、アウトプット及びプロジェクト目標の指標を含め、PDM Ver.2の改訂を行うことが必要であ

る。さらに、技術研修及び5Sカイゼン活動に基づく配電及び変電施設における運営維持管理のQC

モデルの構築をめざすアウトプット4の達成は、本プロジェクトの効率性及び持続性の確保に向け

て非常に重要である。 
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第４章 提言と教訓 
 

４－１ プロジェクトへの提言 

 （1）配電及び変電施設の現場における実践的な改善モデルの構築 

本プロジェクトの具体的な効果を発現させるためには、技術研修及び業務管理（Quality 

Control：QC、5Sカイゼンを含む）活動に基づく、配電及び変電施設における運営維持管理の

改善モデルの構築が不可欠である。プロジェクトの残り期間を考慮すると、2～3つのモデル

を構築することが現実的である。構築されたモデルは、標準化された業務ガイドライン及び

マニュアルの作成、設備台帳や維持管理記録、改修計画などの維持管理に必要な技術書類な

どの整備を含め、現場におけるオン・ザ・ジョブ・トレーニング（On-the-job Training：OJT）

として実施されることが望ましい。また、OJTの効果を高めるためには、TANESCOにより、

必要な資機材を調達し、既存の機材を活用できるよう準備が行われることが必要である。配

電及び変電施設において取り組むべき課題として、例えば以下のような実践的なモデルの構

築が考えられる。 

  ・配電施設 

   ・配電線の改修計画策定 

   ・配電線の接続方法の改善 

   ・負荷管理 

  ・変電施設 

   ・変電設備の予防保守 

現在、TANESCOでは、変電所及び配電網における電力供給状況のモニタリングを行うため

のメーター導入プロジェクトを実施中である。こうしたモニタリングシステムを活用するこ

とで、どこでどのような状態になっているのかを把握し、未然に機器のトラブルなどを防ぎ、

停電を回避することが可能となるばかりでなく、上記のモデルが配電及び変電施設のパフォ

ーマンスの向上にどのように効果を上げているかの分析に役立つと考えられる。 

 

 （2）アウトプット4の達成に向けた投入及び活動の強化 

プロジェクトの残り期間において、アウトプット4を達成するためには、今後集中的な取り

組みを行っていく必要がある。必要な活動を集中的に実施するにあたり、適宜必要な人材配

置と必要な資機材の整備を行うことが求められる。具体的には、TANESCOの配電及び変電部

門からタスクメンバーを選定、配置し、配電設備の維持管理モデル及び変電所の予防保守モ

デルのOJTの準備・実施に集中して取り組むことが不可欠である。 

 

 （3）技能職及びエンジニア向け専門研修コースの整備 

TTSにおける一般研修コースは、TANESCOの技術者にとって基本的な知識・技術を習得す

るのに役立っているが、同時に、技能職及びエンジニア向けの、より専門的な集中研修を行

うことで、配電及び変電施設の運営維持管理での実践的な知識・技術を向上させることにつ

ながることが期待される。また、専門的な研修コースは、技術的な能力とQCの取り組みを配

電及び変電施設の現場に反映させる橋渡しとなる。プロジェクト終了後のTTSの将来における

持続性に鑑みると、TTSが主体的にOJT及びQC活動からのフィードバックに基づく専門的な研
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修コースを企画・実施していくことが肝要である。 

 

 （4）PDMの改訂 

本調査の結果に基づいて、アウトプット及びプロジェクト目標の指標の目標値及び達成時

期を明確にするとともに、プロジェクト目標との因果関係がより明確な上位目標に設定しな

おすため、PDMを改訂することが求められる。今回中間レビューでは、先方都合により調査

団現地滞在中にJCCを開催できなかったことから、今後、PDM改定版に係る細部についてプロ

ジェクトとC/P間で協議したうえで、第4回JCCにて確定することとした。なお、PDM Ver.3の

改定案は、付属資料M/MのAppendix IIのとおり。 

 

４－２ TANESCOに対する提言 

 （1）TTSの運営管理のための人員配置 

本プロジェクトの効果の持続性を組織面から確保するには、TANESCOがTTSの運営管理に

必要な人員をできるだけ早く配置することが求められる。 

 

 （2）カウンターパートのプロジェクトへのより積極的な関与 

本プロジェクトの効率性及び有効性を最大化するために、TANESCO側のC/P、特に、WG及

びタスクメンバーが、日本人専門家、特に、短期専門家とともに、プロジェクトの実施に集

中して取り組んでいくことが求められる。 

 

 （3）TTSの専任講師の増員 

前述のとおり、TTSには、TTSのOBである専任講師と現役の技術者として勤務している兼任

講師が配置されている。しかしながら、技能職及びエンジニアの研修では、特に変電コース

については、変電部門の現役のエンジニアが兼任講師として研修を実施しているため、変電

所でのトラブルにより、研修が影響を受ける事態がしばしば生じている。研修を効果的に実

施するには、研修に専念できる専任講師を増員することが望ましい。 

 

４－３ 教訓 

電力供給の質の向上に向けたトップダウン及びボトムアップを組み合わせたアプローチの重要

性 

本プロジェクトの活動の1つとして実施されている5S活動は、想定外の正の変化をTANESCOに

もたらしている。5S活動に参加しているTANESCOの職員は、追加的な資金を必要とせずに、資源

やスペースの有効利用といった5S活動の具体的な効果を実感し、「業務改善」に対する考え方が変

わりつつある。5Sカイゼンによるボトムアップのアプローチは、TANESCOのC/Pが、予算の制約

があるなかでも業務環境を変えるためにどのように取り組むべきかを考える良い機会となってい

る。他方、電力設備のパフォーマンスの向上には、そうした5Sカイゼンに基づくボトムアップの

活動とともに、点検手順や維持管理計画とその実施に関する技術研修を通じた、電力設備の標準

化された運営維持管理の徹底といったトップダウンのアプローチも不可欠である。したがって、

トップダウン及びボトムアップをどのように組み合わせて、組織レベルにおいて相乗効果を創出

し、具体的なアウトカムを発現させるためのアプローチとするのか、明確な戦略が求められるこ
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とに留意する必要がある。 

 

参考：中間レビュー時のPDM改定案（PDM Ver.3）の主要修正箇所の理由・留意点 

PDM Ver.1 PDM Ver.2 PDM Ver.3（案） Ver.2からVer.3への修正のポイント 

スーパーゴール：なし なし Reliability of power 

system of TANESCO is 

improved. 

・ TANESCOの能力向上の長期的な目

標として設定。 

Overall Goal：Efficiency 

and reliability of power 

supply are improved. 

The capacity for 

planning, operation and 

maintenance of power 

system is strengthened. 

The improved operation 

and maintenance 

practices are 

implemented at 

distribution and 

substation facilities of 

TANESCO. 

・ プロジェクト目標が達成された結果

としての想定される正のインパクト

として、プロジェクト目標と上位目

標の因果関係をより明確とするた

め。特に、本プロジェクトでは、配

電及び変電部門の運営・維持管理能

力のみを対象としているため、正の

インパクトの範囲を配電・変電部門

に限定することが望ましい。 

Project Purpose：The 

capacity for planning, 

operation and 

maintenance of power 

system is strengthened. 

The internal system for 

human resource 

development is improved 

and sustained. 

指標の見直し ・ 現行の指標では、プロジェクト目標

の達成度を測定するため、指標の目

標値及び達成時期を明確化する。 

Output 1：Internal 

training policy and 

program for distribution 

and transmission systems 

including power 

dispatching are prepared 

and approved. 

The training system for 

distribution and 

substation facilities at 

TANESCO Technical 

Training School(TTTS)is 

developed. 

The training system for 

distribution and 

substation facilities at 

TANESCO Training 

Schools(TTS)is 

developed. 

 

指標の見直し 

・ 研修校が2校設置されたことに伴い、

TTTSからTTSに変更。 

・ アウトプット1の指標の目標値及び

達成時期を明確化する。 

・ TTSにおける研修のモニタリング・

評価システム及び専門研修コースの

導入に関する指標を追加。 

Output 2：Internal 

training system for 

operation and 

maintenance of 

distribution and 

transmission systems 

including substations is 

developed and utilized. 

The artisans, technicians 

and engineers working 

for distribution and 

substation facilities are 

trained and certified 

through the training 

system at TTTS. 

指標の見直し ・ アウトプット2の指標の目標値（各研

修の受講者数）及び達成時期を明確

化する。 

 

Output 3：Capacity for 

distribution and 

transmission system 

analysis and planning, 

and capacity for power 

dispatching are 

strengthened through 

internal training. 

Quality 

Management(QM)activiti

es are introduced to 

TANESCO and its 

activities are promoted 

continuously. 

Quality Control(QC) 

activities are introduced 

to TANESCO and its 

activities are promoted 

continuously. 

 

指標の見直し 

・ アウトプット3に係る活動範囲を具

体的に定義するため、QMをQCに修

正。 

・ アウトプット3の指標の目標値及び

達成時期を明確化する。 

Output 4：Total Quality 

Management(TQM)is 

introduced and utilized 

for improving efficiency 

and reliability in power 

supply. 

The outcomes of the 

training system at TTTS 

and QM activities are 

integrated into technical 

work of distribution and 

substation facilities. 

指標の見直し ・ アウトプット4に係る活動範囲を具

体的に定義するため。 

・ アウトプット4の指標の目標値及び

達成時期を明確化する。 
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活動： アウトプットの見直し

に伴う各アウトプット

に係る活動の変更。 

各アウトプットの指標

の見直しに伴う、各ア

ウトプットに係る活動

の変更。 

- 

投入： 活動の変更に伴う投入

の見直し。 

TTSの設立に伴う投入

の追 加及び C/Pの 異

動・役職の変更に伴う

修正。 

 

外部条件： 上位目標、プロジェク

ト目標、アウトプット

の修正に伴う変更。 

上位目標の変更、プロ

ジェクト目標及びアウ

トプットの修正に基づ

く変更。 

・ 上位目標からスーパーゴールへの外

部条件の追加。 

・ プロジェクト目標から上位目標への

外部条件のうち、“Internal Training 

Plan remains integrated into the 

TANESCO Corporate Business Plan”

は、「TANESCO人材育成システムの

改善・維持」というプロジェクト目

標の指標と重複するため、外部条件

から削除。 

・ アウトプットからプロジェクト目標

への外部条件のうち、 “TANESCO 

provides enough working tools, 

equipment, lines and substations 

materials at work places”は投入とし

て扱われるべきであり、削除。 

・ アウトプットからプロジェクト目標

への外部条件のうち、 “TANESCO 

management provides QM activities 

with good incentive for promotion”は、

アウトプット3の指標と重複するた

め削除。 

 



付 属 資 料 
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